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研究成果の概要（和文）：新自由主義は社会的排除という新しい形の貧困を生み出した。それにともなって、これまで
の反貧困運動とは異なる特徴を備えた社会運動が1990年代の西ヨーロッパを中心に展開した。本研究はフランスと日本
の反グローバリズム運動のなかで、社会的排除を経験する当事者に対するインタビューを行い、その特徴を明らかにし
た。経済的な貧困のみが問題ではなく、市場原理のみを基準として判断されて自己の存在価値を無用とされた個人の尊
厳回復の過程を含む運動として立ち現れていた。そのため運動は、公正な再分配を求める運動であるとともに、傷つい
た自己の尊厳を取り戻すアイデンティティ・ポリティクスとしての特徴も兼ね備えている。

研究成果の概要（英文）：Social movements against neo-liberalism are characterized by not only their reclai
m for the redistribution of the wealth their identity politics orientation. Neo-liberalism is a policy whi
ch takes in consideration only the economic profitability and utility to evaluate a human being. Poverty i
s not only economic deprivation but a disqualification of an individual. This is the social exclusion.
First, social movements is considered to be a process of the healing and acceptance of the socially exclud
ed individuals. After that there occur the movements which try to do economic activity that will not explo
it anybody. Movements appear as cooperative association. In Japan, this tendency is especially strong beca
use social exclusion have much strong effect on individuals than in the other countries.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 反グローバリズム運動の生起 

2000 年代以降、「反グローバリズム」運
動が世界各地で活性化するようになった。
「グローバリズム」は、1980 年代のイギリ
スのサッチャリズム、アメリカ合衆国のレ
ーガノミクス、日本の中曽根構造改革に端
を発する新自由主義に反対する運動として
欧米を中心に発達してきた。 
 
(2) アメリカとヨーロッパの新自由主義的
政策の相違と社会運動 

新自由主義は、規制緩和による公共サービ
スの民営化や福祉削減を中心に進められて
きたが、とくに 1989 年のベルリンの壁崩壊
が、自由主義と市場経済に正当性の根拠を
与え、90 年代には新自由主義を加速させた。
こうしたなかで、新自由主義を象徴する北
米自由貿易協定(NAFTA)に抗議して 1994
年のメキシコのチアパス州のサパティスタ
民族解放軍が蜂起、1997 年には EU のアム
ステルダム条約が社会条項を欠いているこ
とから異議を申し立てるべく企画された
「ヨーロッパ行進」、さらに 1999 年には
WTO 閣僚会議に反対してシアトルで 10 万
人を動員するデモが実現するなど、各地で
反グローバリズム運動が展開していった。 
 そこで新自由主義によって引き起こされ
た新しいタイプの貧困問題に対応して、ど
のような社会運動が生起したかについて明
らかにする研究を着想した。 
 
２．研究の目的 
 
グローバリズム運動は、グローバルな市民
社会の登場として注目されてきた。南北問
題などグローバルな公正や貧困問題が反グ
ローバリズム運動の重要なイシューである
にもかかわらず、その担い手はミドルクラ
スに限定され、そこから排除される貧困層
の存在は看過されてきた。本研究は反グロ
ーバリズム運動のなかで、貧困層を担い手
とする社会運動が生み出してきた運動のレ
パートリーである当事者による直接民主主
義や自主管理の実践などを新しい共同性と
して明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 質的調査 
本研究では質的調査として、フランスに拠
点をおく「声なき者のネットワーク」の活
動への参与観察と、このネットワークに参
加するフランスと日本の貧困層の社会運動
を担う当事者に対して聞き取り調査を行な
った。 
 
(2) データの性質 
「声なき者のネットワーク」が反 G8 運動

などグローバルなイベントに参加する際に
集中的に聞き取り調査を行なうことで、
個々のイベントを中心にして運動と担い手
個人の日常の営みをエスノグラフィックに
描きだすためのデータを収集した。それに
よって社会的排除を経験する貧困層の日常
の経験が、ミドルクラス中心の反グローバ
リズムに対するオルタナティブ形成の基盤
になっているという仮説を検証した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 新自由主義に特徴的な社会運動 
本研究は、フランスと日本における都市底
辺層の社会運動が、新自由主義的的な政策が
引き起こした貧困に対応して生起したもの
であるならば、どのような特徴を持つのかを
明らかにすることを目的とした。日本とフラ
ンスのホームレスを中心とし、移住労働者も
ふくむ都市底辺層の運動について社会調査
を行い、活動家と運動に参加する都市底辺層
の当事者に対するインタビューを行った。 
 
(2) 経済的貧困にとどまらない問題領域と
しての社会的排除 
結果としては、先行研究が指摘するように、
新自由主義は経済的な意味での貧困のみな
らず、市場経済至上主義の観点からすると
「無用」とみなされる個人の尊厳を否定し、
個人が自己からの排除も経験するような形
で現れる貧困であり、ヨーロッパでは 1990
年代から「社会的排除」と呼ばれてきた。 
 
(3) 公正な再分配を求める運動 
社会的排除に抗する運動は、反貧困運動であ
るがゆえに、公正な再分配を求める運動とし
て展開する。そのさいに既存のシステムのな
かで公正な再分配を求める運動として、まず
現れる。 
 
(4) 新たな共同性の発現 
それだけではなく、システムとは異なる論理
に基づく活動もあらわれる。具体的には、既
存の労働市場への統合ではなく、働く者を搾
取しないような協同組合型の運動として現
れる。この後者の運動はフランスよりも日本
においてみられる。 
 
(5) 日本社会の社会的排除の特徴 
理由としては、社会的排除が個人の尊厳を傷
つける度合いが、日本のほうが強いがゆえと
考えられる。そのため、日本ではまず、経済
的な排除よりも、自己からの排除からの回復
のほうが問題として迫り出しており、「居場
所」としての社会運動の機能に焦点があたっ
ている。それゆえに既存のシステムへの統合
を求めるよりも、自己や他者への配慮が十分
な労働が構想される特徴があった。 
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